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	帆船 BLUE OCEAN みらいへ セイルトレーニング参加者の安全確認書 および健康に関する申告書の提出について
	安全確認書
	安全なセイルトレーニングのために、危険性と事故防止について運航者と参加者（訓練生）で相互に確認します。ぜひご家族ともご一緒にお読み下さい。
	帆船でのセイルトレーニングは、唯一無二の経験であり、色々な感動が待ち受けています。しかし、海上での活動はさまざまな危険が伴うことも事実です。これらの危険性を楽観したり、無視するのではなく、認識した上で適切な心構えを持つことが安全確保につながります。
	セイルトレーニングにおける危険性とは下記の事柄が予測されます。 ①船酔い（気分が悪くなり、動作が緩慢になり、不注意な意識状態を招くことがあります。） ②日焼け（海面の照り返しにより、予想以上に日焼けする場合があります。） ③熱中症（高温多湿な環境に身体が適応できず様々な症状が現れ、重症化することもあります。） ④打撲（帆走艤装、船内への出入り口等で頭部等にぶつかり、けがをする可能性があります。） ⑤擦過傷（ロープ等で手のひら等が擦りむけ、火傷を負う可能性があります。） ⑥ねんざ、骨折（デッキ上の突起物やロープなどで関節をひねり、骨折する可能性があります。） ⑦落水（デッキから水面へ落ちて、行方不明や、死亡に繋がる可能性があります。） ⑧転落（保護具の適切な着用、運用ができない場合、重傷や死亡に繋がる可能性があります。） ⑨その他（上記を含めいずれも不注意や油断、無謀な行動により発生します。）
	運航者はこれらの危険性を熟知した上で、安全が確保されたプログラム運営を行うことを以下のとおり確認・宣言します。
	1. 船長以下指導にあたる船員は、①から⑨に記載された帆船特有の危険性を熟知しています。 2. 訓練生の体調や行動に注意を払い、危険を回避するように指導を行います。 3. 安全で楽しい体験となるよう、常に危険予知を行い、適切な安全策を講じた上でプログラムを実施します。 4. 天候・運航状況・訓練生の状態において危険を察知したときは、プログラムの変更や中止の判断を含む適切な対応を行います。
	運航者：NPO法人ゼリ・ジャパン
	安全統括管理者　片山亮
	帆船 BLUE OCEAN みらいへ 船長　河本大樹
	次ページの訓練生による確認事項について、全ての項目に同意の上でチェックを記入して下さい。
	☐ 私は帆船での活動が、先に記載されたように大きな危険性を内包した活動であることを充分認識しています。
	☐ また集団において、一人の不注意や無謀な行動が、他の参加者や第三者を危険な状態に遭わせる可能性があることも認識しています。
	☐ よって私は船員の指示を尊重するとともに、事故が発生しないよう自分自身も最大限の注意と努力を払い、自分と他者の安全確保に努めます。これには自分が発見した危険な状況を船員に報告することも含みます。
	☐ 乗船中は船員に無断で、マストに登ったり、海に飛び込んだり、危険を伴う行為を行いません。
	☐ ライフジャケットやハーネス、ヘルメット等、安全装備の着用指示があった際には、船員の指導にしたがって正しく着用・使用します。
	☐ 船酔いの心配がある場合には、酔い止め薬を準備し、用量・用法を守って服用します。また酔い止め薬の服用によって眠気など帆船での活動に影響を及ぼす症状があらわれる可能性を認識しています。
	☐ 日焼けや擦過傷などの防止のため、運航者が推奨する服装や個人装備を準備して乗船します。
	☐ 体調がすぐれない場合や、過度なストレスや恐怖を感じる場合には、無理をせずにプログラムへの不参加や見学を申し出ます。また他の参加者がそのような状態にあるときに、無理に参加させるような言動をとりません。
	☐ 船員の指示に従わなかったときは、航海やプログラムが中止される場合があることを認めます。
	☐ 乗船中に危険な状況が迫っていると船員が判断したときは、プログラム内容の変更や航海自体が中止される場合があることを認めます。
	健康に関する申告書（参加者自己申告）
	健康に関する申告書（医師評価） ＊65歳以上または健康に懸念がある方推奨
	免責と署名
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